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今月のあじけんスコープは、７月６日（金）に行われた「七夕まつり」の様子をお届けします。 

先ずは、各クラスで「たなばた」について学習し、手作り短冊に願い事を書くと、実習生寮の中庭に全員集合！ 

当日はあいにくの雨模様でしたが、実習生の皆さんは、日本に来て初めて経験する「たなばた」に興味津々。降りし

きる雨も吹き飛ばしてしまうほどの明るい笑顔で、手作り短冊に思い思いの願いを託していました。 
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アジ研中庭に設置
された七夕まつり
の笹の葉。実習生の
皆さんの願いが叶
いますように。 
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７月に入りました。関東地方は 6 月末に異例の梅雨明け。その後、暑い日が続くと思いきや一転して雨模様
の一週間。そんな中、先週は毎年恒例のアジ研七夕まつりが行われました。第１回目の七夕まつり（２０１２年
７月）から数えて、今年で第７回。開催当初から実習生の皆さんの短冊には、両親の健康、家族の幸せ、技能実
習での安全と、家族を母国に残して、日本にやってきている皆さんの変わらぬ思いが託されています。これらの
短冊を目にするたびに、いつもは教室で、明るく、元気いっぱいの皆さんですが、心の中には、これから家族と
離れて、不馴れな日本で生活していく不安や心配を沢山抱えていることを実感させられます。 

今年もあと半年となりましたが、そんな実習生の皆さんの思いを忘れることなく、講師・スタッフ一同、日本
語指導を通して、実習生の皆さんの生活をサポートしていけるよう精一杯頑張っていきたいと思います。 

 

クラスメイトの誕生日に、教室でベトナムの横笛
Sao（サオ）の演奏を披露するベトナム人実習生 
TRAN KHAC LAM（ラム）さん 

あじけんスコープ Vol.65 ～実習生の願いが叶いますように～ 
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～読む・書く活動の実践～ 

ェクトワークとは、自分達で立てた計画に従

い、図書資料やインタビュー等から情報を収集し、その

結果を報告書・発表・ビデオ等にまとめる学習活動です。

プロジェクトワークでは、学習者がより主体的に日本語

を使って活動する為、学習意欲の向上・実践的な日本語

力の育成などの面で大きな学習効果が期待される学習活

動と言われています。 

本校では、主に来日前の日本語の事前学習期間が比

較的長く（1 年半～2 年）、初級レベルの日本語が既に

定着している実習生（主にホテルで接客などのサービ

ス業の実習に従事するホテル実習生）を対象したカリ

キュラムにおいて 20 時間の活動時間を割り当て（プ

ロジェクトワークカリキュラム例参照）、「日本全国の

観光地･名産品を調べよう！」と言うテーマで実践さ

れています。 

参考：田

中幸子・猪崎保子・工藤節子著『プロジェクトワーク』（凡人社） 

子 

※当校ホームページ http://www.ajiken.jp/ から「あじけん通信」バックナンバーもご覧になれます。 

 

今回は、6 月 10 日から（4 泊 5 日）の日程で、日本の受入団体の方々と、現地送り出し機関の方々のご
協力により実現した本校スタッフ・日本語講師によるフィリピン（マニラ市）への研修視察旅行の様子を、
きぼう国際外語学院日本語講師 栗又がお伝えいたします。 

現地では、日本語学校を視察し、現地の先生方との意見交換会、授業見学、来日を間近に控えた実習生の

皆さんとの日本語での交流会等が行なわれました。日本語ではっきり、そしてしっかりと、日本で気をつ

けること、将来の夢や、実習への意気込み、今の気持ちなどを発表する実習生を目の当たりにし、日本で初

めて会う日本人である私たち、きぼう国際外語学院講師がこの実習生の気持ちを大切にし、ご指導にあた

っている先生方の気持ちもしっかりと引き継ぎたいという思いを強くしました。 

また実習経験のある現地フィリピン人の先生方が、基礎的学習内容を重視したカリキュラムを用いて、

流暢な日本語で、大変熱心に、笑顔で、しかし厳しく指導にあたっていて、とても刺激を受けました。 

笑顔で、真剣に先生方の話を聞く姿、そして、家族への想いを胸に秘めた実習生のみなさん、フィリピン

という国をよりよくしたいと思う送り出し機関の先生方とスタッフ。そんなみなさんの想いをとにかくし

っかりと受け止め、感じ、日々の授業、業務にあたりたいと再度参加者で確認をしました。 

今回のこの貴重な経験を活かし、これからも実習生の皆さん、現地の家族、関係者のみなさんの気持ち

を大切にした、実践的な日本語コミュニケーション力の育成に、講師・スタッフ一同、取り組んでいきたい

と思います。 

 

将来の夢等を大きな声で発表する実習生 現地の日本語講師と本校講師の意見交換会 

フィリピンで一番人気の 

ファストフード店「ジョリビー」 

熱心に日本語授業をするフィリピン人先生 
当校講師と実習生の交流会 

http://www.ajiken.jp/

